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アワボスゲ Carex brownii Tuck. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

ハシナガカンスゲ Carex phaeodon T. Koyama 
静岡県カテゴリー  絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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オオクグ Carex rugulosa Kük. 

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

タカネナルコ Carex siroumensis Koidz. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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ノハラテンツキ Fimbristylis pierotii Miq. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

トネテンツキ Fimbristylis stauntonii Debeaux et Franch.
var. tonensis (Makino) Ohwi ex T. Koyama

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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ミクリガヤ Rhynchospora malasica C. B. Clarke 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

ミカワシンジュガヤ Scleria mikawana Makino 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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タカネタチイチゴツナギ Poa glauca Vahl 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

タチイチゴツナギ Poa nemoralia L. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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ミヤマカニツリ Trisetum koidzumianum Ohwi 

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

キタダケカニツリ Trisetum spicatum (L.) K. Richt. subsp. molle （Kunth） Hulten
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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ツルケマン Corydalis ochotensis Turcz.  
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

ナガミノツルケマン Corydalis raddeana Regel 
 

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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ヒロハヘビノボラズ Berberis amurensis Rupr.  
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

オオサワトリカブト Aconitum senanense Nakai subsp. senanense  
var. isidzukae (Nakai) Kadota

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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オキナグサ Pulsatilla cernua (Thunb.) Bercht. et J. Presl 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）  

ヒキノカサ Ranunculus ternatus Thunb. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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トキワマンサク Loropetalum chinense (R. Br.) Oliv.
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

タチモ Myriophyllum ussuriense (Regel) Maxim. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）



１. 種の解説 

 

２. 分布 

 

３. 生育環境 

 

４. 生育状況 

 

５. 減少の主要因と脅威 

 

６. 保護対策 

１. 種の解説 

 

２. 分布 

 

３. 生育環境 

 

４. 生育状況 

 

５. 減少の主要因と脅威 

 

６. 保護対策 

ハマビシ Tribulus terrestris L. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

イヌハギ Lespedeza tomentosa (Thunb.) Siebold. ex Maxim.  
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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ヒナノキンチャク Polygala tatarinowii Regel 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）   

ハゴロモグサ Alchemilla japonica Nakai et H. Hara 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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ヨコグラノキ Berchemiella berchemiifolia (Makino) Nakai 

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

コバノチョウセンエノキ Celtis biondii Pamp. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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フジタイゲキ Euphorbia watanabei Makino subsp. watanabei 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

カンコノキ Glochidion obovatum Siebold et Zucc. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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ヒトツバハギ Flueggea suffruticosa (Pall.) Baill.
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

ミヤマスミレ Viola selkirkii Pursh ex Goldie 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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マツバニンジン Linum stelleroides Planch. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

アゼオトギリ Hypericum oliganthum Franch. et Sav. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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ミズキカシグサ Rotala rosea (Poir.) C. D. K. Cook 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

ヒメビシ Trapa incisa Siebold et Zucc.  
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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タチバナ Citrus tachibana (Makino) Tanaka 
 

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

クモイナズナ Arabis tanakana Makino   
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB（EN）
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シロウマナズナ Draba shiroumana Makino 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

コギシギシ Rumex dentatus L. subsp. klotzschianus (Meisn.) Rech. f.
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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ナガバノイシモチソウ Drosera indica L.
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）  

ウメウツギ Deutzia uniflora Shirai 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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オオツルコウジ Ardisia walkeri Yuen P. Yang  
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

サワトラノオ Lysimachia leucantha Miq. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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６. 保護対策 

クリンソウ Primula japonica A. Gray 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

サクラソウ Primula sieboldii E. Morren  
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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ナガボナツハゼ Vaccinium sieboldii Miq. 
 

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

ハナムグラ Galium tokyoense Makino 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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サンプクリンドウ Comastoma pulmonarium (Turcz.) Toyok.  
subsp. sectum (Satake) Toyok.

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

コヒナリンドウ Gentiana laeviuscula Toyok. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）  
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オノエリンドウ Gentianella amarella (L.) Borner  
subsp. takedae (Kitag.) Toyok.

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

アカイシリンドウ Gentianopsis yabei (Takeda et H. Hara) Ma ex Toyok. 
var. akaisiensis T. Yamaz.

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）  
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ヒメセンブリ Lomatogonium carinthiacum (Wulfen) Rchb. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

シノノメソウ Swertia swertopsis Makino  
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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クサタチバナ Vincetoxicum acuminatum Decne. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

ムラサキ Lithospermum erythrorhizon Siebold et Zucc.
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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ヤマホウズキ Physaliastrum chamaesarachoides (Makino) Makino 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

シシンラン Lysionotus pauciflorus Maxim. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）
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マルバノサワトウガラシ Deinostema adenocaulum (Maxim.) T. Yamaz. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

カイジンドウ Ajuga ciliata Bunge var. villosior A. Gray ex Nakai 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）



１. 種の解説 

 

２. 分布 

 

３. 生育環境 

 

４. 生育状況 

 

５. 減少の主要因と脅威 

 

６. 保護対策 

１. 種の解説 

 

２. 分布 

 

３. 生育環境 

 

４. 生育状況 

５. 減少の主要因と脅威 

 

６. 保護対策 

ムシャリンドウ Dracocephalum argunense Fisch. ex Link 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

ミズネコノオ Pogostemon stellatus (Lour.) Kuntze 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB（EN



１. 種の解説 

 

２. 分布 

 

３. 生育環境 

 

４. 生育状況 

 

５. 減少の主要因と脅威 

 

６. 保護対策 

 

１. 種の解説 

 

２. 分布 

 

３. 生育環境 

 

４. 生育状況 

 

５. 減少の主要因と脅威 

 

６. 保護対策 

 

ミズトラノオ Pogostemon yatabeanus (Makino) Press 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

キセワタ Leonurus macranthus Maxim.  
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）



１. 種の解説 

 

２. 分布 

 

３. 生育環境 

 

４. 生育状況 

 

５. 減少の主要因と脅威 

 

６. 保護対策 

 

１. 種の解説 

 

２. 分布 

 

３. 生育環境 

 

４. 生育状況 

 

５. 減少の主要因と脅威 

 

６. 保護対策 

 

コナミキ Scutellaria guilielmii A. Gray  
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）

ゴマクサ Centranthera cochinchinensis (Lour.) Merr.
var. lutea (H. Hara) H. Hara

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB（EN）



 

 

１. 種の解説 

 浮遊性または湿生の一年生または多年生。食虫植物。葉

はごくまばらで捕虫嚢も 1～2 個である。花期は 8～10 月。

高さ 5～15 cm の花茎に花を 1～3 個つけ、淡い黄色で全幅

3～4 mm である。 

２. 分布 

 国外ではオーストラリアに、国内では本州、九州、琉球

に分布する。県内では東部と西部に分布する。 

３. 生育環境 

 低地の丘陵地にある湿地やため池に生育する。

４. 生育状況 

 浜名湖周辺と浮島沼の記録がある。近年生育が確認され

ていない。 

５. 減少の主要因と脅威 

 湿地や池沼の消失（12、15）や水質の悪化（31）がその

要因である。 

６. 保護対策 

 生育地が確認された場合は生育環境に配慮した保護が

必要である。 

（内藤宇佐彦） 

 

 

１. 種の解説 

 浮遊性または湿生の多年生。食虫植物。水中葉は小型で分

岐し捕虫嚢をつけないが、地中茎にはたくさんの捕虫嚢をつ

ける。花期は 6～9 月。高さ 5～15 cm の花茎に花を 1～5 個つ

け、黄色で全幅 12～15 mm である。 

２. 分布 

 国外では千島、朝鮮半島より北半球に広く、国内では北海

道、本州、九州に分布する。県内では伊豆、中部、西部の低

地に稀に分布する。 

３. 生育環境 

 湿地や池沼の浅水域に生育する。

４. 生育状況 

 沼津市と藤枝市の記録がある。近年生育が確認されていな

い。 

５. 減少の主要因と脅威 

 湿地や池沼の消失（12、15）や水質の悪化（31）がその要

因である。 

６. 保護対策 

 生育地が確認された場合は自生地の保全が必要である。 

 

（内藤宇佐彦） 

  

ミカワタヌキモ Utricularia exoleta R. Br. 
（＝イトタヌキモ） 

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件－①②）変更なし        タヌキモ科 Lentibulariaceae

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧ⅠB類（EN）：環境省カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類（VU）］

コタヌキモ Utricularia intermedia Heyne 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件－①②）変更なし        タヌキモ科 Lentibulariaceae

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧ⅠB類（EN）：環境省カテゴリー なし］

 
愛知県 1975 年 8 月 29 日 内藤宇佐彦 

 

 

 

 

 



 

 

１. 種の解説 

 浮遊性または湿生の多年生。食虫植物。葉はまばらで裂片

が二又状に 3～4 回分岐し、捕虫嚢をまばらにつける。花期は

8～9 月。高さ 5～25 cm の花茎に花を 2～10 個つけ、淡い黄色

で直径 8～10 mm であるが、開花は稀である。 

２. 分布 

 国外では北半球の温帯～亜寒帯域に広く、国内では北海道、

本州、四国、九州に分布する。県内では中部と西部に分布す

る。 

３. 生育環境 

 低地や丘陵地にある湖沼、ため池や湿地に生育する。

４. 生育状況 

 静岡市と浜名湖周辺の記録がある。近年生育が確認されて

いない。 

５. 減少の主要因と脅威 

 湿地や池沼の消失（12、15）や水質の悪化（31）がその要

因である。 

６. 保護対策 

 生育地が確認された場合は自生地の保全が必要である。 

 

（内藤宇佐彦） 

 

 

 

１. 種の解説 

小型の多年草。食虫植物。糸状の茎と葉が地下に伸びる。

地下部にまばらに捕虫嚢をつけ、花期は 8～9 月。高さ 1～

3 cm の花茎に花を 1～5 個つけ、淡紫色で長さ約 2～3 mm、

距は前へ向く。 

２. 分布 

 国外ではアジアからオーストラリアに、国内では本州（静

岡県、愛知県、三重県）に分布する。県内では西部に分布

する。 

３. 生育環境 

 低地や丘陵地にある湿地の主として泥上に生育する。

４. 生育状況 

 浜名湖周辺の記録がある。近年生育が確認されていない。

きわめて小型の植物であり、見落とされているおそれもあ

る。 

５. 減少の主要因と脅威 

 宅地開発で水源が絶たれたことによる湿地の荒廃（23）

と湿地そのものの消失（15）がその要因である。 

６. 保護対策 

 生育地が確認された場合は自生地の保全が必要である。 

 

（内藤宇佐彦） 

  

ヒメタヌキモ Utricularia minor L. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件－①②）変更なし        タヌキモ科 Lentibulariaceae

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧ⅠB類（EN）：環境省カテゴリー 準絶滅危惧（NT）］

ヒメミミカキグサ Utricularia minutissima Vahl 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件－①②）変更なし        タヌキモ科 Lentibulariaceae

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧ⅠB類（EN）：環境省カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）］

愛知県 1976 年 8 月 4日 内藤宇佐彦 

 

 

 

 



 

 

 

１. 種の解説 

 浮葉性の多年草。葉は 1～3 個つき、卵形または卵状円形

で径 2～5 cm。花期は 7～9 月。花は径約 8 mm、白色で中心

は黄色の花である。ガガブタに似ているが、葉も花も小型で、

花冠裂片の縁に毛がある。 

２. 分布 

 国外では朝鮮半島、中国、ベトナムに、国内では本州、四

国、九州、琉球（宮古島、石垣島、西表島、与那国島）に分

布する。県内では西部に分布する。 

３. 生育環境 

 池沼に生育する浮葉植物である。

４. 生育状況 

 浜松市に生育している。生育地の減少や湿地、池の乾燥化

による縮小の傾向が見られ、生育環境が厳しくなっている。 

５. 減少の主要因と脅威 

 生育地の湿地や池が、土地造成のために埋め立てられ消

失した（15、23）ことや、乾燥化のために生育環境が悪化

（54）したことが要因である。 

６. 保護対策 

 現在残る生育地の保全と乾燥化対策も必要がある。 

（内藤宇佐彦） 

 

１. 種の解説 

 多年草。高さ 20～30 cm 短い地下茎がある。根出葉は束

生し、へら形で長さ 4.5～8 cm、幅 1～2 cm。花期は 4～7

月。根出葉の間から花茎を出し、その先に 1 個の頭花をつ

ける。頭花は径 3～3.5 mm。舌状花は雌性で、多数が 3 列に

ならぶ。舌部は青紫色で長さ 15 mm、幅 1.5 mm。筒状花は

両性で黄色。痩果は狭長楕円形で長さ 2 mm、冠毛は帯赤色。 

２. 分布 

 日本固有亜種で、本州（中部地方以北）に分布する。県内

では伊豆、東部、中部に分布する。 

３. 生育環境 

 暖温帯から冷温帯の乾いた草原。 

４. 生育状況 

 かつては広い範囲に生育していたが、草原の減少に伴い

ほとんど見られなくなった。 

５. 減少の主要因と脅威 

 草原の減少（16）と植生遷移（54）、さらに園芸採取（41）

が減少の主要因である。 

６. 保護対策 

 定期的な火入れや刈り払いによって、草原を維持管理す

ること。 

（湯浅保雄） 

  

ヒメシロアサザ Nymphoides coreana (H. Lév.) H. Hara 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件－①②）変更コード 6      ミツガシワ科 Menyanthaceae 

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類（VU）：環境省カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類（VU）］

アズマギク Erigeron thunbergii A. Gray subsp. thunbergii 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件―①②）変更なし             キク科 Asteraceae

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧ⅠB類（EN）：環境省カテゴリー なし］

浜松市 2002 年 8 月 27 日 杉野孝雄 

 

 
新潟県 2016 年 5 月 22 日 宮崎一夫 

 



 

 

 

１. 種の解説 

 多年草。高さ 35～70 cm。根出葉や茎の基部の葉は披針形

または線状披針形。葉柄を含めて長さ 15～25 cm、茎の葉は

茎に沿下する。花期は 8～10 月。頭花は少数で密散房状につ

く。総苞は長さ 9～10 mm で紫褐色、くも毛がある。花冠は

長さ約 9 mm で紫色。 

２. 分布 

 日本固有種。国内では本州（関東地方～中国地方）に、

県内では西部に分布する。 

３. 生育環境 

 山地の湿原。県内では低地の湿原。 

４. 生育状況 

 前回（2004 年）調査では 3 ヶ所で確認されているが、今

回の調査では 1 ヶ所しか確認できなかった。 

５. 減少の主要因と脅威 

 湿原の開発（15）や管理放棄による植生遷移（54）の進

行が減少の主要因である。 

６. 保護対策 

 本県の生育地は高原植物の遺存生育地であり貴重であ

る。生育地が見つかった場合は、適切な管理と保全が必要で

ある。                  （湯浅保雄） 

 

１. 種の解説 

 多年草。高さ 40～70 cm。茎は直立し翼があり、褐色と黒褐色

の毛がある。下部の茎葉は狭卵形から卵形で、長さ 7～16 mm、幅

5～10 mm、あらい鋸歯があり、先端は尾状鋭尖頭、基部は心形。

葉柄は長さ 3～11 cm で翼がある。花期は 8～10 月。枝先に散房

状に頭花をつける。総苞は鐘状筒形で長さ 12～18 mm、径 6～10 

mm。花冠は紅紫色。 

２. 分布 

 日本固有変種で、本州（静岡県）に分布する。県内では中部（安

倍川源流部）に分布する。 

３. 生育環境 

 冷温帯の落葉広葉樹林内と林縁。 

４. 生育状況 

 現在の生育地はシカの近寄れない崖地に限られている。 

５. 減少の主要因と脅威 

 シカによる食害（52-1）が減少の主要因である。 

６. 保護対策 

 シカの食害を防ぐ対策が必要である。 

（湯浅保雄） 

  

ネコヤマヒゴタイ Saussurea modesta Kitam. 
（＝キリガミネトウヒレン）                        

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件－①②）変更なし             キク科 Asteraceae

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧ⅠB類（EN）：環境省カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類（VU）］

アベトウヒレン Saussurea nipponica Miq. subsp. savatieri (Franch.) Kitam. 
 var. savatieri (Franch.) Ohwi

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件－①②）変更コード 3           キク科 Asteraceae 

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類（VU）：環境省カテゴリー なし］

 
静岡市 2002 年 7 月 9日 杉野孝雄 

 
伊東市 2012 年 8 月 31 日 加藤 徹 



 

 

 

１. 種の解説 

 二年草。高さ 50～150 cm。茎は直立して稜があり、上部で分

枝する。根出葉は花時には枯れる。茎葉は楕円形で長さ 12～18 

cm、羽状深裂または全縁。花期は 8～10 月。頭花は径 12～16 mm

で多数つく。総苞は筒形で長さ 11～13 mm、総苞片は先端に淡紅

紫色の付属体がある。花冠は紫紅色。冠毛は 2 列。近縁のミヤ

コアザミやキクアザミは総苞片先端に付属体がない。 

２. 分布 

 国外では朝鮮半島、中国、モンゴル、サハリンなどに、国内で

は北海道、本州、四国、九州に分布する。県内では西部、中部、

東部に分布する。 

３. 生育環境 

 丘陵地から低山の日当たりのよい草地や崖地に生育して、蛇

紋岩地にも見られる。

４. 生育状況 

 産地、産量は少ない。産量は年による消長がある。 

５. 減少の主要因と脅威 

 植生遷移（54）が主要因である。林道の整備拡幅などによる

崖状地の改変（24）、園芸採取（41）なども脅威である。 

６. 保護対策 

 植生遷移を抑制することや、林道法面などに外来種やコンク

リートを吹き付けないことが重要である。    （宮崎一夫） 

 

１. 種の解説 

 多年草。高さ 50～60 cm。茎は直立し枝を分けない。上方は

白色の綿毛が多く、下方は紫色を帯びて角張っている。根葉は

さじ形で翼のある長い柄がある。花期は 7～9 月。茎の先に散

房状に 6～13 個の頭花をつける。頭花の径は 3～4 cm。長い舌

状花は濃い橙色を帯びた赤色である。痩果の長さは 3 mm、密

に毛があり、冠毛は長さ 6.5～8 mm、汚白色。 

２. 分布 

 国外では朝鮮半島に、国内では本州に分布する。県内では

東部に分布する。 

３. 生育環境 

 温帯の適湿の草原。 

４. 生育状況 

 最近になってシカによる食害で急激に減少した。 

５. 減少の主要因と脅威 

 草原の管理放棄（53）による植生変化（54）。最近ではシ

カによる食害（52-1）で急激に減少している。 

６. 保護対策 

 草刈りなどによる草原の維持とシカによる食害を防ぐこ

と。 

（湯浅保雄）  

ヒメヒゴタイ Saussurea pulchella (Fisch. ex Hornem.) Fisch. 
（＝コウライヒメヒゴタイ） 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件－①②）変更コード 9,18          キク科 Asteraceae 

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類（VU）：環境省カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類（VU）］

コウリンカ Tephroseris flammea (Turcz. ex DC.) Holub  
subsp. glabrifolia (Cufod.) B. Nord.

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件－①②）変更コード 3                  キク科 Asteraceae 

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類（VU）：環境省カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類（VU）］

静岡市 2018 年 10 月 22 日 宮崎一夫 

 

富士宮市 1999 年 9 月 18 日 杉野孝雄 

 



 

 

 

１. 種の解説 

 落葉低木。葉は楕円形で、長さ 10～18 mm、幅 5～8 mm、

先は鋭頭、両面やや長い軟毛がある。花期は 5 月。5～10 

mm の花柄の先に濃紫紅色の 2 花を下垂する。花は 5 数性で

高盆形。長さ約 5 mm、裂片は 5 つ、同形同大で長さ 1.5 

mm。液果は球形で 2 個ならんで赤く熟す。径 4 mm。数個の

種子がある。 

２. 分布 

 日本固有変種で、長野県南部（八ヶ岳）と静岡県に分布

する。県内では中部（南アルプス）に分布する。 

３. 生育環境 

 亜高山帯から高山帯。 

４. 生育状況 

 静岡県植物誌（1984）に荒川岳の記録があるが、その後

確認されていない。 

５. 減少の主要因と脅威 

 個体数が少ない植物であり、生育地の環境変化（71）が

減少の主要因と考えられる。 

６. 保護対策 

 生育地周辺では、登山路以外の立ち入りを禁止するなど

の対策が必要である。 

（湯浅保雄） 

 

１. 種の解説 

 落葉低木。高さ 2 m 以下。枝には 6 条の縦溝がある。葉は

対生し、倒卵形から披針状長楕円形。長さ 2.5～7 cm、幅 1

～3.2 cm。基部はふくらんで相対する葉と合着する。花期は

5～6 月。枝の先端に 2 花をつける。萼片は 4 個。花冠は白色

で淡紅色を帯びる。筒部は長さ 8～15 mm。先端は 4 裂片に分

かれる。 

２. 分布 

 日本固有種で、本州（中西部）、四国、九州に分布する。

県内では西部に分布する。 

３. 生育環境 

石灰岩地、稀に蛇紋岩地に生育する。  

４. 生育状況 

 産地は限られており、個体数も少ない。 

５. 減少の主要因と脅威 

 産地は限られており（61）、生長の速い他の植物との競合

（71）が減少の主要因である。 

６. 保護対策 

 生育地を消失させないことと、生長の速い隣接木の整理が

必要である。 

（湯浅保雄） 

コゴメヒョウタンボク Lonicera linderifolia Maxim. var. konoi (Makino) Okuyama
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件－①②⑤）変更なし   スイカズラ科 Caprifoliaceae

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧ⅠB類（EN）：環境省カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）］

イワツクバネウツギ Zabelia integrifolia  
(Koidz.) Makino ex Ikuse et S. Kuros. 

静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件－②）変更なし     スイカズラ科 Caprifoliaceae

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧ⅠB類（EN）：環境省カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類（VU）］

 

長野県 2017 年 6 月 5日 室伏幸一 

浜松市(植栽) 2008 年 8 月 11 日 宮崎一夫 

 



 

 

 

１. 種の解説 

 多年草。高さ 15 cm、花後に 80 cm に達す。茎は直立し、ふ

つう枝分かれせず、先端に 2 枚の葉をほぼ対生につける。根生

葉には柄があるが、対生葉はほぼ無柄。葉は 3 深裂し、裂片は

長楕円形、縁に鋭い鋸歯と切れ込みがある。花期は 5～6 月。茎

頂に 1～5 個の複散形花序をつけ、白色または紫色を帯びた花

をつける。果実は楕円体、長さ約 4 mm。 

２. 分布 

 日本固有種で、本州（山梨県、長野県、静岡県）に分布する。

県内では東部に分布する。 

３. 生育環境 

 冷温帯の落葉広葉樹林内。 

４. 生育状況 

 静岡県植物誌（1984）には、小山町の三国山地と富士宮市の

毛無山の記録があるが、前回（2004 年）調査でも今回の調査で

も確認できなかった。 

５. 減少の主要因と脅威 

 森林伐採（11）による生育環境の変化とシカによる食害（52-

1）が減少の主要因と考えられる。 

６. 保護対策 

 落葉広葉樹林の針葉樹林への林種転換を避けること。生育地

が見つかったら、シカよけの柵を設置すること。 

（湯浅保雄） 

 

１. 種の解説 

 小型の多年草。高さ 8～20 cm。根出葉は細長い柄があ

り、径 1.5～3 cm、5 全裂する。花茎状の茎があり、頂部

には葉状の総苞片が対生してつき 3 深裂する。花期は 4～

5 月。花は緑色または白色で小さい。 

２. 分布 

 国外では朝鮮半島中南部に、国内では本州（静岡県以

西）、四国、九州に分布する。県内では西部に分布してお

り、静岡県は東限自生地である。 

３. 生育環境 

 低山地の明るい二次林内に生育する。

４. 生育状況 

 浜松市北区に生育する。個体数はごくわずかである。 

５. 減少の主要因と脅威 

 生育地の林の伐採（11）や遷移進行（常緑樹の生育に

よる被陰）（54）によって容易に消滅するおそれがある。 

６. 保護対策 

 産地は少ないので生育地が消失しないようにし、植生遷

移を抑制して保護を図る必要がある。 

（内藤宇佐彦） 

  

ヤマナシウマノミツバ Sanicula kaiensis Makino et Hisauti  
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件－①②⑤）変更なし          セリ科 Apiaceae

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧ⅠB類（EN）：環境省カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）］

フキヤミツバ Sanicula tuberculata Maxim. 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件－①②）変更なし              セリ科 Apiaceae

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧ⅠB類（EN）：環境省カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類（VU）］

浜松市 2013 年 3 月 31 日 内藤宇佐彦 

 

山梨県 2019 年 7 月 7日 室伏幸一 

 



 

 

 

１. 種の解説 

 多年草。高さは 60～100 cm。茎は中空で稜がある。葉は

1 回羽状複葉で小葉は対生して 7～9 個。側小葉は細長く長

披針形で無柄、長さ 3～10 cm。花期は 7～9 月。枝先にやや

小さい複散形花序をつけ、白色の花を多数つける。花弁は 5

枚、雄蕊 5 本。果実は倒卵形で長さ 3 mm。果実の断面はほ

ぼ五角形である。 

２. 分布 

 国外では中国北部、朝鮮半島に、国内では北海道、本州、

四国、九州に分布する。県内では中部、西部に分布する。 

３. 生育環境 

 池沼の岸や湿地に生える。 

４. 生育状況 

 静岡県植物誌（1984）に静岡市と湖西市の記録があるが、

前回（2004 年）調査でも今回の調査でも確認できていない。 

５. 減少の主要因と脅威 

 沼沢地（12）や湿地の開発（15）が減少の主要因であろ

う。 

６. 保護対策 

 生育地が見つかったら、最適な生育環境で保護すること。 

 

（湯浅保雄） 

ヌマゼリ Sium suave Walter var. nipponicum (Maxim.) H. Hara 
（＝サワゼリ） 
静岡県カテゴリー 絶滅危惧ⅠB 類（EN）（要件－①②⑤）変更なし          セリ科 Apiaceae

［2004 年版カテゴリー 絶滅危惧ⅠB類（EN）：環境省カテゴリー 絶滅危惧Ⅱ類（VU）］

宮崎県 2002 年 9 月 29 日 内藤宇佐彦 

 


